(2)　心身障がい児部会の事業報告（現状と課題）
ア　心身障がい児部会の目的と内容
　平成２０、２１年度の心身障がい児部会の取り組みの中で見えてきた課題解消に向け、平成２２年度は試行的にいくつかの事業を行った。それらを評価した結果、平成２３年度も同様の事業を継続して取り組む必要があるとの結論に至った。

今年度は、各機関の協力が得られる範囲で事業を継続し、連携を強化していく。

イ　早期対応段階の事業
○情報交換の実施…保健センターと子育て支援課（保育園・幼稚園など）で、お互いの事業内容等を説明しあう機会を設けていく。

(ｱ)３歳児健診の状況把握
・３歳児健診の様子を聞く、見ることで、保健センターの業務を知ることができ、保育園側の受け入れ姿勢や役割が明確になった。
→「講義を受けて見学」という流れを半年ごとに実施し、今年度は副園長、主任、幼稚園園長にも参加してもらうよう実施していく。

【スケジュール】

	月
	７月
	７～１０月
	１０月下旬
	１１～３月

	内容
	健診の目的、

内容確認

（副園長向け）
	３歳児健診見学

（副園長向け）
	健診の目的、

内容確認

（主任向け）
	３歳児健診見学

（主任向け）


　　(ｲ)　子育て支援センター（わくわくルーム）の状況把握

・子育て支援センター（わくわくルーム）のスタッフに保健センター（保健師）の業務を理解してもらうことが必要。
→平成２２年度の試行的取り組みを、他のわくわくルームに行っていく。

【スケジュール】

	月
	７～１０月
	１１～２月

	内容
	わくわくルーム訪問
	わくわくルーム訪問


＊今年度は莇生保育園とみどり保育園で３回ずつ実施。

ウ　就学移行段階の事業
○ケース検討の実施
計画　入学前・後の児童のケース検討を開催

効果　→　各機関の連携強化、学校へ提供する情報の再確認

（方法）年に３～５ケース程度、これを３～５年続けて行い、関係機関の連携を強化するとともに、地域の課題も集約。さらに、就学前の関係機関がどのような情報を小学校に渡せばよいかということについても再確認していく。
【スケジュール】
	2010
	2011
	2012
	2013
	2014
	2015

	ケース検討

開始
	
	
	定例としては一旦終了。
	
	

	
	

	
	
	
	

	
	
	
	
	
個別に配慮が必要な方はケース検討続行


(ｱ)　実施内容
・就学相談で保護者の同意が得られた児童について、それまで関わってきた機関が集まり、学校側に引き継がなければならない（引き継ぐべき）情報を探る。

・当時と今の状況を比べながら、地域課題を探っていく。

(ｲ)　昨年度のケース検討から見えた３つの課題

・平成２２年度は、中学校移行児を２ケース、小学校移行児の１ケースを検討した。

・ケース検討を行った成果として、
　　　①相談できるところはあるが機関同士がつながっていなかったこと

②保護者同士の情報交換が有意義であったこと（しかし、今はそのような場がない）

③学校分野でも福祉分野でも対応できない隙間がある
などの課題が浮き彫りになった。
(ｳ)　就学移行段階の今年度の方向性
・今年度のケース検討で明らかになった課題に対し、何らかの事業を企画、実施していく。　→保護者と協議会の情報交換、研修等を通じた連携
・みよし市で出生し、保健センターの健診からきている児童を対象にしたケース検討の実施。今回は小学校に移行した児童を対象にできるとよい。
→昨年度就学した児童から、対象を検討し、保護者の同意を得て開催していく。

→より就学時に近い児童を対象にすることで、直近の課題が見えてくる。

→最終的には、情報提供のモデル様式を作成し、使用できるようになればよい。

　　(ｴ)　登下校の問題に対しての対応

昨年度のケース検討で、登下校の不安という問題に対し、地域の見守り隊やスクールガードを活用してはどうかという提案があった。昨年度末の全体会で自立支援協議会として担当部署に打診するための了承を得ることができたため、担当課が行う会議に参加させていただき、障がい児分野として登下校の問題があることをお話していく。
－参考－

	担当課
	関連会議

	子育て支援課
	児童健全育成パトロール隊

	学校教育課
	地域ぐるみの学校安全体制整備事業

	防災安全課
	防犯パトロール隊ネットワーク会議


エ　自立支援協議会主催研修について

　　　みよし市障がい者自立支援協議会として、豊田市こども発達センター等に依頼している研修の追加と内容の見直しを行っている。以下は今年度実施（予定）分。

研修の内容等
	依頼（実施）機関
	対象
	内容
	時期（予定含）

	豊田市
こども発達センター
	保健師
	こどもの運動発達と訓練について

（講師：理学療法士）
	９月２０日（火）

15:00～16:30

	
	
	未定
	２月ごろ

午後

	
	保育士・
幼稚園教諭
	発達障がいの理解と支援（中級編）
（講師：臨床心理士）
	５月２４日（火）

13:30～15:30

	
	
	公開保育事例検討（莇生保育園）
	６月３日（金）

午前

	
	
	こどもの運動発達の理解と支援

（講師：作業療法士）
	８月４日（月）

13:30～15:30

	
	
	公開保育事例検討（ベル三好幼稚園）
	１０月２１日（金）
午前

	
	
	公開保育事例検討（みどり保育園）
	１１月下旬

午前

	
	
	豊田市こども発達センター施設見学
	９月1,9,15日

午前

	
	保健師・
保育士
	通園施設１日体験実習
	１１月上旬

１日


＊上の研修では、みよし市障がい者相談支援事業の相談員も可能な限り参加する。
＊事業の中で見えてきた課題についても、解消に向けて研修を企画、実施していく。

⑤　心身障がい児部会のスケジュールについて（予定）

	時期
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	H22 １月
	２月
	３月

	部会
	


	
	
	


	


	

	

	

	

	

	参加機関
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	事務局等
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


連携の強化、課題の集約








今年度の部会の方向性


（連携の強化、研修の充実）今後のスケジュール、みよし市教育支援の動向について等





各段階の


話し合い





年度前半の各段階での取り組みや話し合いの報告、今後の研修内容の検討等


情報の共有化





早期発見：わくわくルームへの巡回。学校移行：ケース検討。これらを行う中での課題の把握など。








第１回


部会開催


（6月）








課題の整理、提供する情報の確認








提供する情報を確定





第２回


部会開催


（11月頃）











事務局、助言機関等と参加機関で、今年度の取組状況と課題の確認及び各機関の調整。





今年度の成果の確認


各機関の事業報告


全体会への報告まとめ


来年度の方向性等（予定）





第３回


部会開催


（2～3月）








各機関の事業・研修　個別支援会議等（随時）





打ち合わせ（随時）、全体会・運営協議会への報告まとめ（会議前）





各段階の


話し合い





各段階での取り組み








各段階での取り組み
































